
■交通分担別の経路 

①タクシー ②路線バス 

③観光・高速バス ④一般車 

交通機能の配置（南側） ※台数等は事業者と協議予定

交通機能の配置（北側） ※台数等は事業者と協議予定

 自動車動線 

 歩行者動線 

 乗車位置 

 自動車動線 

 歩行者動線 

 乗車位置 

 自動車動線 

 歩行者動線 

 乗車位置 

 自動車動線 

 歩行者動線 

 乗車位置 

魅力発信施設

高速バス

2台

観光バス

3台

路線バス

1台

ﾀｸｼｰ乗車

2台

ﾀｸｼｰ待機

2台

福祉 

1 台

ﾀｸｼｰ降車

1台
一般車 

4 台

路線バス

1台

福祉 

1 台

ﾀｸｼｰ乗車

2台

一般車 

3 台

ﾀｸｼｰ待機

2台

ﾀｸｼｰ降車

1台
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参考：駐車場へのアクセス 参考：将来の交通手段の変化への対応（自動運転・小型モビリティなど） 

参考：緊急時（経路が絶たれた場合）の対応  

⑤歩行者・自転車 

参考：イベント時などの対応 

 自動車動線 

 自動車動線 

 自動車動線 

 歩行者動線 

 自転車動線 
 自動車動線 
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交通計画の検討状況                                    交通シミュレーション（動的解析）による周辺道路の検証

交通シミュレーションの実施 

（９０分間での検証）

基本計画 

・周辺からのアクセス道路 
北口：県道市場桜町線 
南口：東西道路 

基本設計 

・周辺からのアクセス道路 
北口：県道市場桜町線、土曽川横断道路

南口：東西道路 

交通処理の評価 

（渋滞の発生状況）

交通量の設定 

（将来の推計交通量）

渋滞状況 

・基本設計の方が、渋滞長が短い。 
→基本設計の方が、周辺交通への影響が小さく、

円滑な交通処理となる。

土曽川横断道路なし 土曽川横断道路あり 

渋 滞 発 生 箇 所 

②

①

渋滞なし

交通量推計 

・リニア開業後の交通量（県の推計値を使用） 

ピーク率（1 日の中で交通量が集中する時間割合） 

・10%（リニア利用者 10%、その他一般利用者 10%） 
※周辺道路の実績値より設定 

・20%（リニア利用者 20%、その他一般利用者 10%） 
※観光シーズンに集中した場合を想定 

交通シミュレーション画像 

約２５0m 減少

３５％減

約７0m 減少 

１５％減

約１６0m 減少 

５％減

６m 減少 

１５％減

約１０0m 減少 

６５％減

交差点全方向の集計交差点全方向の集計

交差点全方向の集計交差点全方向の集計

交差点全方向の集計

交差点全方向の集計

使用ソフト：トラフィックス（日立産業制御ソリューションズ）
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